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第 23 回海部会ＷＧの話し合いのポイント 

 

 

■第 23 回海部会ＷＧの目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■話し合い事項①：干潟造成に向けた検討について情報交換と取り組みの方向性を確認

する 
意見交換 80 分 

 

 

 

 

 

■話し合い事項②：次回ＷＧ（海底ゴミや生き物調査）や今後の海部会の進め方を考え

る 

意見交換 25 分 

 

○ 干潟造成に向けた検討について情報交換と取り組みの方向性を確認する 

 矢作ダム堆積砂の活用に向けた直近の動向（愛知県）を確認・情報共有する

 矢作川流域圏の取り組みとの連携、今後の矢作川での調査を考える 

 干潟造成に向けた取り組みの方向性を検討する 

○ 次回ＷＧ（海底ゴミや生き物調査）や今後の海部会の進め方を考える 

 今年度の今後の海部会の活動計画を確認 

 次回ＷＧの進め方を確認 

資料１ 

 

 愛知県における干潟造成に向けた現地試験の内容を情報交換する 

 流域圏懇談会による干潟造成に向けた現地試験の内容を意見交換する 

 干潟造成に向けた検討についての今後の展開について意見交換する など 

話し合いのポイント 

 
 次回ＷＧ（海底ゴミや生き物調査結果）の報告予定について 
 今年度の海部会の活動の取りまとめ方について 
 第６回海の地域部会について など 

話し合いのポイント 


